
Electrical Engineering Software - PLECS

THE SIMULATION SOFTWARE PREFERRED
BY POWER ELECTRONICS ENGINEERS

PLECS®は、制御をともなう、複雑な電気/電力
システムを仮想空間上にモデリングし、シミュ
レーション(仮想実験)を実行するために開発
された"パワエレ・回路/システム・シミュレータ"
です。

パワエレシステム開発の上流工程においては、
システム全体の応答検証に焦点を合わせ、
理想スイッチを用いることで素早くシミュレー
ションを実行します。下流工程において重要と
なる、素子の寄生効果等の詳細な特性も考慮
できます。

PLECSは非常にシンプルなGUIを採用しており、
直感的な操作で、簡単にパワエレシステムを
構築します。

また、理想スイッチを用いたスイッチング現象
の取り扱いによって、高速かつロバストなパワ
エレ回路シミュレーションを実行することが
可能です。

シンプルなチョッパ回路、または複雑な電動機
回路といったシミュレーション対象のモデ
リング難易度に関わらず、必要とする結果を
素早く手に入れることが可能なパワフルな
シミュレーションツールです。

 PLECS  Blockset or Standalone
PLECSには回路/システムシミュレータとして、
PLECS Blockset(MATLAB®/Simulink®版)
およびPLECS Standalone(単独動作版)の2つの
製品を用意しています。

PLES Blockset
PLECS Blocksetは、MATLAB®/Simulink®に
完全統合されており、Toolboxとしてシーム
レスに動作します。

これによりMATLAB®/Simulink®のシステム
開発に特化したシミュレーション機能を用いて、
パワエレシステムを開発できます。

PLECS回路はSimulink®モデル上では、サブ
システムブロックとして、制御信号の入力および
各素子から出力された測定値を認識します。

PLECS回路モデルはSimulink®のS-function
として処理されるため、コシミュレーション
(逐次処理)でなく、制御システムと回路の方程式
がSimulink®ソルバによて、同時に求解され
ます。

PLECS Blocksetは、Simulink®ソルバ設定に
完全に対応していますので、全ての可変/固定
タイムステップソルバでのシミュレーションを
サポートします。

PLES Standalo0ne
PLECS Standaloneは単独で動作するパワエレ・
回路シミュレータです。

単一のソフトウェア環境で、"制御モデル"+"電気
回路モデル"+"熱回路等価モデル"等の複数
のシミュレーション対象を連携して取り扱い
可能なソフトウェアです。

制御・電気・熱・磁気・機械回路を含むパワエレ
システムのミュレーションに特化したソルバ
を実装しており、高速に計算を実行できます。

PLECS Standaloneは、動的システムのシミュ
レーションにおいて、費用対効果に優れた
ソフトウェアです。

At a glance:
Efficient circuit simulation
理想モデルのパワー半導体デバイスを
用いることによって、多数のスイッチング
素子を含む、"大規模システム"で高速計算
が可能となり、開発効率が大幅にUp!

Control system modeling
電気回路用途以外にも、システム開発で
用いる制御・信号処理用途のブロック
モデルが豊富!

例)
C言語入力ブロックを用いて任意のカス
タムブロックモデルを生成

Appealing visualization 
回路図およびシミュレーション結果の判り
易く、直感的な表示を可能にするシンプル
なGUI

例)
高解像度印刷
回路図のエクスポート機能(PDF等)
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PLECSはスイッチング過渡現象を簡略化する
ため、シミュレーションモデルに理想素子モデル
を採用しています。これによりシミュレーション
に、タイムステップを適用し、システム全体の
特性を素早く検証します。

n/secオーダのデバイスレベル・シミュレー
ションと異なり、PLECSのシステムレベル・シミュ
レーションでは、回路全体からの応答をモデ
リングし、高速で効率的なシミュレーションを
実行することに重点を置いています。

 Fast and efficient models  Analysis tools

 C-Scripts

 Thermal modeling

 Comprehensive library

 PLECS Scope

 Code generation

 Try it

PLECSライブラリは、制御・電気・熱・磁気・機械
回路で用いられる一般的なブロックモデルで
構成しています。

連続/離散信号を代数関数として処理する
ブロックモデルによって、仮想空間上にデジ
タル/アナログ制御を実現します。

抵抗器、キャパシタ、インダクタ、といった標準
的な受動素子に加えて、パワーエレクトロニクス
に特化した素子を実装しています。

例えば、線形/非線形のパワー半導体素子、任意
のカスタマイズ可能なコンバータ/インバータ
モデル、電動機、変圧器等をデフォルトで用意
しています。

カスタマイズ可能な素子モデルは、内部で使用
しているブロックモデル/関数定義を確認する
ことができます。

C言語入力ブロックは、C言語を直接入力する
ことによって、任意の関数ブロックを実装可能
にするブロックモデルです。

入力されたC言語はPLECSの内部コンパイラ
によってコンパイルされるため、その他の開発
ツール(コンパイラ等)は不用です。

PLECSは熱等価回路モデルを用いたスイッチ
ング損失もサポートしています。

スイッチング損失は、理想スイッチと熱等価
回路の組み合わせによって算出されるため、
計算速度に影響を与えずに損失シミュレー
ションを高速に実行することが可能です。

各デバイスの損失は、理想スイッチのスイッチ
ング過渡現象に合わせて、実験値/データシート
より取得したデバイス損失値を適用し、算出
されます。

このデバイス損失値は熱設定ライブラリに
格納されている損失特性表(3D)に定義され
ます。

PLECSには定常解析ツールが実装されている
ため、パワエレシステムの定常解析/周波数
依存特性を素早く検証することが可能です。

特に、熱等価回路を含む電気-熱連成システム
において、通常の時系列計算を適用して、定
常解を算出する場合、数時間に及ぶシミュ
レーション時間が必要となりますが、定常解析
ツールを使用することで、デバイスの最終的
な定常温度を、高速に算出することが可能に
なります。

他にも、解析ツールとして、AC周波数解析
ツールおよびインパルス応答解析ツールが
実装されていますので、これらの解析ツール
を用いて、システムのループゲイン等を算出
し、ボード線図を出力することによって、小信号
伝達関数を検証することが可能です。

PLECS Scopeは、シミュレーション結果の拡大/
縮小表示、画像保存等を直感的な操作で実現
する、シミュレーション結果の可視化ツール
です。

PLECS Scopeには、出力値の検出、検出値の
差を確認するための、区間選択カーソルが
用意されています。

そのカーソルを用いて、選択された区間のTHD
(高調波歪み)やRMS値を算出するといった、
シンプルな数値分析機能が実装されています。

結果のテキスト保存(CSVファイル)、画像保存
(PDF含む)、高解像度印刷も非常に簡単です。

PLECS Coderくぉ用いることによって、単独で
使用可能なPLECS回路用Cソースコード(実行
ファイル)を生成します。

これによって、コンピュータ上で、PLECSによる
パワエレシステムシミュレーションを実施した
後に、仮想空間でのリアルタイム・シミュレー
ション(HILS)、またはDSPを用いた組み込み
システム開発が可能になります。

Cソースコード生成機能は、シームレスな連携
によって実装されているため、シミュレション
実行ボタンを押すだけで、Cソースコードが自動
で出力されます。

様々な企業・学術団体でPLECSが採用されて
いる理由を、是非ご自身で確認してください。

トライアルライセンスをご要望の際は、販売
代理店までご連絡をお願いたします。

* 掲載されいる社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。


